









































































































































  全体 私立 公立 
 Q１　現在、貴園（所、施設）に本学卒業生は何名いますか。 4.5 5.0 4.2 
 Q２　本学卒業生は主にどのような採用形態ですか。該当するものす 
　　べてに○をしてください。  
 　　１．正規職員 48 21 27 
 　　２．臨時職員 32 13 19 
 　　３．パート職員 14 7 7 
 　　４．その他 2 1 1 
 Q３　本学卒業生を今後継続して採用したいと思いますか。該当する 
　　ものに○をしてください。 
 　　１．は　い 38 17 21 
 　　２．いいえ 0 0 0 
 　　３．未定 18 7 11 
 Q４　四大卒業生と同等の能力がある。 3.2 3.2 3.2 
 Q５　新潟県立女子短大卒業生と同等の能力がある。 3.5 3.7 3.4 






































































  全体 私立 公立 
 Q９　広い視野をもっている 3.4 3.4 3.3 
 Q10　深い愛情をもっている 3.9 3.8 4.0 
 Q11　子ども理解ができている 3.6 3.5 3.7 
 Q12　ひとり1人の子どもの最善の利益のために努力している 3.9 3.9 4.0 
 Q13　養護や技術援助の力がある 3.4 3.5 3.4 
 Q14　家族援助に対する力がある 3.2 3.3 3.2 
 Q15　チームワークがよい（協調性） 3.9 3.8 3.9 
 Q16　人間性は豊かである 3.7 3.7 3.8 
 Q17　衣食住などの基本的生活能力（食事、洗濯、掃除などの）がある 3.9 3.8 3.9 
 Q18　一般常識（教養、ことば遣いなど）がある 3.8 3.6 3.9 
 Q19　基本的マナーを身につけている 3.8 3.7 3.9 




























  全体 私立 公立 
 １　発達理解 29 15 14 
 ２　乳児保育 22 12 10 
 ３　障害児保育 18 8 10 
 ４　指導計画 9 6 3 
 ５　福祉理論 3 1 2 
 ６　保健 11 5 6 
 ７　栄養 3 2 1 
 ８　精神保健 7 3 4 
 ９　音楽 12 7 5 
 10　造形 2 1 1 
 11　体育 1 1 0 
 12　事故防止と安全教育 41 22 19 
 13　情報処理教育 11 5 6 
 14　その他 23 13 10 
 
表３　本学卒業生に、今後さらに力をつけてほしい領域 
む」、「本学が以前はピアノが優れていたが、現在は他校と差がなくなった」、「素直さや明るさはも
っているが、自主性や積極性、自ら情熱的に学ぶ姿勢、創造性などに欠けている面がある」などの
厳しい声が寄せられている。一方、厳しい要望を寄せた同じ園から、学科の今後の取り組みに期待
したいとの声も寄せられており、厳しい中にも強い励ましが感じられる。
幼児教育学科の印象については、多くのコメントがあり、「伝統ある大學なので、細部にわたり行
き届いている」や「幼・保の両方の資格が取得できると同時に、経験豊かな人材育成がされている
と思う」、「実習生の様子から一生懸命に取り組もうという熱意は感じる」、「教職員の対応がとても
丁寧で行き届いていると思う」「学生への挨拶や電話のかけ方などの指導もよくされていると思う」
というのがある反面、「今まで縁故採用が多く、卒業証書さえあれば保育士に採用される面もあり、
全員とはいえないが保育士として欠ける人もいるので良い印象はない」や「一般常識をしっかり身
につけてほしい。本を読み、文章が正しく書けるよう」と間接的に常識のない人や正しい文章を書
けない人もいる学校という印象をもっている方もいるようである。この点も今後の課題である。
（２） 16年度卒業生の職業能力に対する個別調査の設問は、学科の教育目標から構成したが、５段階評
価で質問９「広い視野」は3.4、質問10「深い愛情」は3.9、質問11「子ども理解」は3.8となっており、
「広い視野」がやや低い評価だった。
質問12（子ども1人1人の最善の利益のために努力する）及び質問15（チームワークがよい）が3.9、
質問16（人間性が豊かである）が3.7と高かったのに対し、質問14(家族援助に対する力)3.2、質問13
（養護や技術援助の力）3.4とやや低い評価だった。
以上から職業能力は全体的に高い評価値を得ているとは言えないものの、卒業後の半年目の調査
であり、しかも現場に慣れるのに最低は3年を要するという難しい保育職の能力評価であることを考
えると、卒業生たちが本文の１に示した学科の教育目標の１と２に関する能力をある程度発揮して
いると捉えることができる。「広い視野」の値はやや低いが、人生経験がまだ浅い卒業生にとって、
これも妥当な数値といわざるを得ない。しかし、学科の教育の課題として、この領域をどう涵養し
ていくかも重要である。
豊かな人間性をもって、一人一人の子どもに目を向け、子どもたちのために一生懸命に努力はし
ているが、養護や技術援助の力や家族援助に対する力などのような実践的技術力が低く評価されて
いる。保育の現場経験が1年未満の新卒者にとっての想像された実態である。しかし、現場では即戦
力として働ける人を求める状況が強まっている昨今、保育の基本となる養護や専門的技術の獲得の
充実を教育の中で取り組んでいく事は今後一層重要な問題である。さらに、子どもとの関わりだけ
でなく、家庭や家族、地域社会の動きなどにも深い関心と理解をもつ姿勢の涵養も重要である。
質問17～20の社会人としての資質を問う項目に対する回答結果では、いずれの項目も3.5以上で、
平均値であったが、自由記述の中には、基本的生活能力である洗濯、掃除などができない等のコメ
ントがあった。このような能力にみられる問題は、本学でも保育士の基本的資質の問題として、あ
らゆる機会に、特に入学時のオリエンテーション、実習指導の時間などに指導している。しかし、
基本的生活能力は、日常生活の中で、特に家庭教育の中で獲得されるべきことも多いことから、今
後とも家庭と協力して取り組んでいくべき大事な問題である。
質問9～20をもう少し掘り下げると、12項目すべてに４と５の高い評価をした園があった反面、多
くの項目に１か２の低い評価をした園が公私立ともあった。このことは、これらの設問に対する園
の評価が主観的になりやすく、評価基準に違いが存在した事が関係しているものと推測される。
質問21の、16年度の新卒者に今後さらに力をつけてほしい領域についての回答では、事故防止と
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安全教育、発達理解、乳児保育、障害児保育、音楽、保健などの力が期待されていた。
このことは、専門的技術領域における実践力を期待しているということであり、最近の保育現場
の動向－乳児保育や発達障害児保育のニーズや保護者の権利意識の高まりからくる子どもの事故の
トラブルへの対応などの増加―などとも関係していると考えられる。さらに、本アンケートの回答
者（評価者）は園長や主任などの立場にある方と考えられることから、回答者の経験年数や園にお
ける立場等も関係して、このような領域に対する力量獲得を期待しているものと推察された。
Ⅴ　最後に
本研究は、就職部が行なった就労実態調査を紹介したものである。アンケート実施、集計に関わる
多くの作業では、就職部のスタッフの手をお借りした。
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